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殆どの炭素材料は p 型を示すため従来はユニレグ型熱電発電システムが検討されてきた。しか

し、高効率なバイポーラ型熱電発電システムの実現のためには安定な n 型材料が必要である。カ

ーボンナノチューブ（CNT）についてはアルカリ金属のような還元剤やポリエチレンイミンのよ

うな塩基が n型化試薬として用いられてきたが、未だ大気中で安定な n型単層 CNT（SWNT）は

得られていない[1～3]。我々はこれまでに、n 型 SWNT の負電荷（キャリア）を安定化するため、

適切な陽イオの導入を検討し、クラウンエーテル／アルカリ金属陽イオン錯体を吸着させること

で安定な n型 SWNTを導くことを明らかにしている[4]。 

本研究では、種々のアリールクラウンエーテル／アルカリ金属陽イオン錯体を吸着させた n 型

SWNT の熱電特性と安定性を評価した。水酸化カリウム／ナフトクラウンエーテル[5]／SWNT 複

合体は負のゼーベック係数（α）と、2000 S/cm以上の高い導電率（σ）を示した。種々のクラウ

ン錯体を用いて調整した SWNTフィルムのゼーベック係数と導電率の間には相反関係が見出され

た（図 1a）。また、量子化学計算を用いてアリールクラウンエーテル錯体の静電ポテンシャルを

評価し、電荷の広がりと複合体の熱電特性の関係について検討した（図 1b）。 

 

  図 1（a） ホストドーパントの熱電特性．（b）クラウン－カリウム錯体の静電ポテンシャルマップ． 
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